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1 「中之島 E.D.Seminar」とは何か 















2-1 問題の所在     2005 年の暮れ、「少子化なのに教員が足りない」「教員の大争奪戦がはじ
まる」等として、「教員の量と質をいかに両立させるか」「冬の時代といわれて久しい教員への道は“広
                                                  
1 山崎正和（2007）『文明としての教育』 新潮社，pp..194-198．著者が、教員に求める感覚。その語意は、しかるべき社会的
地位には責任が伴うというフランス語で、「高貴な義務」と邦訳。 
2 佐藤学（1998）『教師というアポリア――反省的実践へ』 世織書房．著者が提示した教員の４タイプの１つ。 



















性を見るのに好事例「総合的な学習の時間」の解釈と「教員評価」の実態の 2 つを取りあげよう。 





















                                                  
3 『日本の論点』編集部編（2005）「教員大量定年――危惧される指導力の低下と教育格差」『10 年後の日本』 文藝春秋，p..133-136．
東京や大阪という大都市やその周辺ではすでに教員が不足しているなどを論述。 
4 金子勝（2008）『閉塞経済――金融資本主義のゆくえ』 筑摩書房，p.172． 
5 大田尭・堀尾輝久（1985）『教育を改革するとはどういうことか』 岩波書店，p.188． 
【表1】  「中之島E.D.Seminar」 第1～23 回開講履歴概要  
期日（曜） セミナー（会場） 話題提供者（基調講話・討議内容） 
8/ 8（火） ①プレ講座（大阪サテライト） 川口副学長ほか（教職大学院構想） 
8/30（水） ②開講式（大阪サテライト） 梶田学長（教育改革の現状） 
③12/27（水）、④1/17（水）、⑤2/14（水）、⑥3/14（水）内容省略 
3/25（日） Seminar⑦（中之島センター） 上寺元学長（「教育道」を説く） 
⑧4/14（土）、⑨5/12（土）、⑩6/9（土）、番外6/16（土）、⑪7/7（土）、⑫8/19（日）内容省略 
8/25（土） Seminar⑬（大阪サテライト） 佐倉（国語作文指導）、中尾（道徳教育） 
⑭9/15（土）、⑮10/13（土）、番外10/26（金）内容省略 




11/24（土） Seminar⑰（十三中学校） 渡邉満・古川・Darryl（子ども仕事体験） 
⑱12/22（土）、⑲3/22（土）、⑳4/19（土）、番外6/20（金）内容省略 
5/12（土） 輪読会①（府立青少年会館） 中尾（神野直彦著『教育再生の条件』） 
輪読会②・<21>6/28（土）、<22>8/3（日）内容省略 
8/ 9（土） Seminar<23>（中之島センター） 服部（道徳教育と「道徳の時間」の役割） 
※ 2006年8月開講時から2008年8月現在まで 

































3 「中之島 E.D.Seminar」がめざすところ 
3-1 職業としての難題     ここに引用する新聞記事は、20 年前に就職活動をする学生の言動
から価値や仕事・職業観、生き方の本音が垣間みられるかもしれない。 
「有名企業二社から採用の『内定』をもらった有名大学生が、一方の会社を訪ねてきて、人事課長に 
                                                  
6 苅谷剛彦（2003）『教育改革の幻想』 筑摩書房，pp..181-183． 
7 藤田英典（1997）『教育改革――共生時代の学校づくり』 岩波書店，p.ⅷ．中之島E.D.Seminar 輪読会の次々回の課題図書。 
8 正村公宏（2005）『経済が社会を破壊する――いかにして人間が育つ社会をつくるか』 NTT 出版，p.27． 
9 神野直彦（2007）『教育再生の条件――経済学的考察』 岩波書店，pp..2-3．中之島E.D.Seminar 輪読会の前課題図書。 
10 清田夏代（2005）『現代イギリスの教育行政改革』 勁草書房，pp..255-260． 
11 本田由紀（2005）『若者と仕事』 東京大学出版会． 
12 本田由紀（2007）「ポスト近代社会を生きる若者の「進路不安」」『教育』１２月号，国土社，pp..4-11． 
13 山崎正和（2007）前掲書，pp..205-206． 









































3-3 「教職大学院」へのガイダンス     ここに集まる学生に、①専門職化への進路先、②一旦
                                                  
14 ―（1988）『朝日新聞』 昭和63 年 8 月26 日朝刊，朝日新聞社． 
15 隅谷三喜男（1990）「日本はどこへ行くのか」『世界』 5 月号，岩波書店． 
16 波頭亮（2006）『プロフェショナル原論』 筑摩書房． 
 
【表2】  「中之島E.D.Seminar」 今後の企画  2008年9月から 
期日（曜） セミナー（会場） 話題提供予定者（予定するテーマ） 
9/20（土） Seminar<24>（大阪サテライト） 増田（教育のレシピ／KJ 法とワークショップ） 
10/11（土） Seminar<25>（兵庫教育大学） 創立30 周年行事への参加観察 
10/19（日） Seminar<26>（大阪サテライト） Darryl・東浦・中尾（日米キャリア教育と学校） 
11/ 1（土） Seminar<27>（兵庫教育大学） 古川・Darryl（日本初「キャリアフェア」） 
11/ 2（日） Seminar<28>（十三中学校） Darryl・東浦（日本初「Real-game」参加観察） 
12/13（土） Seminar<29>（十三中学校） 渡邉満・古川・Darryl（子ども仕事体験’08） 
12/20（土） Seminar<30>（大阪サテライト） 松原・内部・冨士・高橋（公立校と私学など） 
 





4 本年度の E.D.Seminar と研究 







第 58 回セミナー、9 月 18 日（土）十三中学校、シリーズ子ども理解①、講師；増田先生。 
第 59 回セミナー、10 月 9 日（土）中之島センター、教材開発について、講師；渡邉先生。 
第 60 回セミナー、10 月 23 日（土）十三中学校、シリーズ子ども理解②、講師；増田先生。 
第 61 回セミナー、11 月 13 日（土）十三中学校、シリーズ子ども理解③、講師；増田先生。 
第62回セミナー、11月20日（土）中之島センター、学校・美術館と鑑賞教育、講師；内部先生。 
第 63 回セミナー、12 月 11 日（土）十三中学校、シリーズ子ども理解④、講師；増田先生。 
第 64 回セミナー、1 月 15 日（土）十三中学校、シリーズ子ども理解⑤、講師；増田先生。 
4-2 新学習材の開発     しかし、教材開発については、これまでセミナーに参加した教員の協
力もあり、小中高校でのモデル授業を集めた指導書（DVD 付き、監修；渡邉教授）である研究成果物
を出版予定である。 
